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【表紙写真】
手書きの文字で伝わる“想い”
運動本部に届いた作文やエッセイ、お手紙の
数々。手書きの文字からは、筆者の想いや人と
なりまで伝わってくるようです。人となかなか
会えない今だからこそ、手紙や文章であなたの
「想い」を伝えてみませんか。

「小さな親切」誌は、季刊発行
春号・5月、夏号・8月、秋号・11月、新春号・1月の予定です

2021年11月1日発行　通巻524号
編集・発行人	 木恒夫
発 行 所	 公益社団法人「小さな親切」運動本部
	 〒101-0061東京都千代田区神田三崎町2-20-4
	 TEL.03-3263-2866　FAX.03-3263-3838
	 https ://www.kindness.jp/
印 刷 所	 広研印刷株式会社
	 ©無断転載禁止　落丁、乱丁はおとりかえいたします。

　寺社などで手や口を清める「手水舎(ちょうずしゃ
（や）/てみずしゃ（や）」に、花を浮かべて参拝者の
目を楽しませる「花

はなちょうず

手水」をご存じですか。
　もともと花手水とは、水のないところで草花の露
を使い、手を清めることをいいますが、近年話題に
なっているのは、手水鉢に色鮮やかな花を浮かべた
もの。2017年に京都の楊

よう

谷
こく

寺
じ

が、手水舎に紫陽花
を浮かべたところ、その美しさがSNSなどで評判に
なりました。現在、手水舎は感染予防のため閉鎖さ
れていたり、使用を控えてもらうことが多いのです
が、代わりに花手水をする寺社が増え、「SNS映え
スポット」として人気となっています。
　今回紹介するのは、宮崎県・国富町にある本

ほん

庄
じょう

八
や

幡
はた

宮
ぐう

の花手水。今年で鎮座1190年を迎える歴史
のある神社です。ここの手水鉢に、地元の幼馴染３
人組・日髙啓善さん、髙妻小代子さん、井上三男さ

んが季節の花々を浮かべ、地域の方に喜ばれている
として、宮崎市支部（事務局：宮崎太陽銀行）より
「小さな親切」実行章を伝達しました。
　３人は日頃から、地域の方と協力して、境内の清
掃や整備をするなど神社に親しみ、大切にしてきま
したが、もっと多くの方に参拝してもらって地元を
盛り上げたいと花手水を始めたとのこと。
　本庄八幡宮の公式Instagram (@honjo_yahata_
gu_official)には、色とりどりの花手水が紹介され、
たくさんの「いいね！」がつきました。
　今では、ほかの方もお花を届けてくれるようにな
り、たくさんのお花が参拝客を楽しませています。
気軽に外出できない日々が続いていますが、皆様も
花手水をしている近くの寺社を訪れて、お花の持つ
癒しの力を感じてみてはいかがでしょうか。

『小さな親切』誌では、下記のテーマの写真を募集。
お写真は本誌やWebサイトに掲載するほか表紙に使
用させていただく場合があります。採用された方には、
粗品をプレゼントいたします！
◦親切な風景
◦あなたの街の素敵な風景
◦あなたのほっとする場所

〈申込方法〉
◦お写真は紙焼きではなく、下記の方法でデータでお
送りください。

【メール添付】skm1963@kindness.jp
【DVDなどを郵送】
〒101-0061　東京都千代田区神田三崎町2-20-4
公益社団法人「小さな親切」運動本部　写真募集係

〈注意事項など〉
◦写真のサイズ：（スマホの場合）800KB以上
　（デジタルカメラの場合）3,456×2,304ピクセル
以上

◦人物がうつっている場合は、肖像権の侵害がないよ
うご配慮ください。

◦他のコンテストなどへの応募作品はご遠慮ください。
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は な ち ょ う ず

手水」で
人気の “映

ば

え”スポットが誕生

たちの「小さな親切」運動は、国から公益社団
法人の認定を受けており、私は運動本部代表

をおおせつかっていることからも、こと政治に関して
は不偏不党・中立の立場を貫いてきた。この欄では過
去２回、１回目は河野洋平・太郎親子の生体肝移植の
こと、２回目は一年前の菅内閣総理大臣の誕生につい
てのこと。かつて衆議院議員を自民党所属として20
年近くつとめ（初当選は新党・新自由クラブ）、引退直
前には文部科学大臣をつとめさせていただいたものと
して、この２件については政治家としてではなく、人
間としての思いを書かせていただいた。そして、今年
秋に誕生した岸田文雄内閣。政治論としてではなしに、
私の胸にある思いを書かせていただくことにした。

ず、自民党総裁選挙。候補者の一人だった河
野太郎氏は、私が毎日新聞の政治記者から河

野洋平氏に請われて公設秘書に就いた時、まだ中学二
年の少年だった。慶應大を２年で中退、米国の大学に
留学。「この子は将来、一郎、洋平氏の跡をついで政
治家の道を選ぶ」と私は確信していた。早逝された洋
平夫人・武

たけ

子
こ

さんがある時、私に「長男・太郎は厳し
く、激しい。それに比べて次男・二郎は優しく、おだ
やかよ」と言われたことがある。
　総裁選挙に出ると聞いた私は、少しでも勝利に向け
て手助けを……という気持ちはあったものの、冒頭に
書いたように、いっさいの応援を自粛した。それでも
決戦の数日前。さすがに洋平氏にだけは胸中の思いを
伝えたいと、電話し「立場上、何ひとつご恩返しがで
きませんこと、なにとぞお許しを」と。洋平氏は、「恒
さんのこと、よくわかっているよ」と、私を「同志中
の同志」とまで言ってくださっている方らしい言葉。
ただ、太郎氏の勝利には少なからず確信が持てずにい
ることを私は感じた。
　他に総裁選に名乗りをあげた３人は、私も現職議員
の頃からよく知っている人たち。岸田文雄氏は同じ派閥所属の後
輩で、先代の文武氏は、衆議院議員時代は同派閥の先輩。高市早
苗、野田聖子両氏とも現職議員当時に付き合いはあった仲。特に
野田氏とは第二次福田康夫内閣でともに閣僚をつとめた。

裁選の結果はご承知の通り、岸田氏が決選投票で太郎氏を
破り、新内閣をスタートさせた。新首相がどのような時期

に、任期満了となる衆議院を解散し、総選挙の結果がどう出るの
かは本稿を書いている段階（10月初旬）では、予測不可能。自公連
立政権が続くのか、選挙前の野党に政権が渡るのか。本誌が出る
ころには結果は明白だろう。ただ、望むべくは歴史の大転換期の
日本はもちろん、世界の歴史的課題、例えば世界の経済動向、地
球温暖化をはじめとする国際環境問題、国際軍事・外交問題、コ
ロナ禍・政治とカネなどなど、私たちのあとに続く世代の人々に、
「いっそうの幸福を」と改めて、心の底から願いたい。
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表紙になるかも？
あなたの写真で全国に温もりを
届けてみませんか
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